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２．申請分野 
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３．拠点のプログラム名称 

  （英訳名） 

生命原理の解明を基とする医学研究教育拠点 
(Center for Frontier Medicine) 

 研究分野及びキーワード <研究分野：基礎医学>(免疫・アレルギー)(がん)(老化)(脳・神経科学)(再生医学・医療) 
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(拠点リーダー) 

NARUMIYA SHUH 

成 宮  周 
医学研究科（医学専攻）・教授 薬理学、生化学 

医学博士 
拠点リーダー、５領域の連携・統合の推進と全体運営 

MIMORI TSUNEYO 

三 森  経 世  医学研究科（医学専攻）・教授 免疫・膠原病内科学 
医学博士 免疫・アレルギー研究領域リーダー 

NAGATA SHIGEKAZU 

長 田  重 一 
医学研究科（医学専攻）・教授 分子生物学 

理学博士 
免疫・アレルギー研究領域の運営・推進(国際) 

SAKAGUCHI SHIMON 

坂 口  志 文 再生医科学研究所・教授 
免疫学 
医学博士 免疫・アレルギー研究領域の運営・推進(研究) 

MINATO NAGAHIRO 

湊  長 博 医学研究科（医学専攻）・教授 免疫細胞生物学 
医学博士 免疫・アレルギー研究領域の運営・推進(教育) 

CHIBA TSUTOMU 

千 葉  勉 
医学研究科（医学専攻）・教授 消化器内科学 

医学博士 
免疫・アレルギー研究領域の運営・推進(国際) 

NODA MAKOTO 

野 田  亮  医学研究科（医学専攻）・教授 
分子腫瘍学 
医学博士 がん研究領域リーダー、細胞生物学・インターフェイスの推進 

TAKETOU MAKOTO 
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医学博士 がん研究領域の運営・推進(研究) 

MATSUDA MICHIYUKI 

松 田  道 行 
医学研究科（医学専攻）・教授 病理学 

医学博士 
がん研究領域の運営・推進(教育) 

TAKEDA SHUNICHI 

武 田  俊 一 医学研究科（医学専攻）・教授 
放射線生物学 
医学博士 がん研究領域の運営・推進(国際) 

HIRAOKA MASAHIRO 

平 岡  眞 寛  医学研究科（医学専攻）・教授 放射線腫瘍学 
医学博士 

がん研究領域の運営・推進(国際）、MDアンダーソンがんセンターと
の交流促進 

INAGAKI NOBUYA 

稲 垣  暢 也 
医学研究科（医学専攻）・教授 内科学、糖尿病・代謝学 

医学博士 
老化・生活習慣病領域リーダー・(研究) 

NAKAO KAZUWA 

中 尾  一 和  医学研究科（医学専攻）・教授 
内分泌・代謝内科学 
医学博士 老化・生活習慣病領域の運営・推進(教育) 

YOKODE MASAYUKI 

横 出  正 之  医学研究科（医学専攻）・教授 内科系 
医学博士 

老化・生活習慣病領域の運営・推進(国際) 
平成21年4月1日追加 

YANGITA MOTOKO 

柳 田  素 子   
医学研究科（医学専攻）・教授 腎臓内科学 

医学博士 
老化・生活習慣病領域の運営・推進（研究） 
平成24年4月5日追加 

TAKAHASHI RYOSUKE 

高 橋  良 輔 医学研究科（医学専攻）・教授 
臨床神経学 
医学博士 脳・神経科学領域リーダー 

OHMORI HARUNORI 

大 森  治 紀  医学研究科（医学専攻）・教授 神経生理学 
医学博士 脳・神経科学領域の運営・推進(教育) 

KAWANO KENJI 

河 野  憲 二 
医学研究科（医学専攻）・教授 認知行動脳科学 

医学博士 
脳・神経科学領域の運営・推進(研究) 

KANEKO TAKESHI 

金 子  武 嗣 医学研究科（医学専攻）・教授 
脳形態学 
医学博士 脳・神経科学領域の運営・推進(教育) 

FUKUYAMA HIDENAO 

福 山  秀 直  医学研究科（医学専攻）・教授 脳機能ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 
医学博士 脳・神経科学領域の運営・推進(国際) 

YAMANAKA SHINYA 

山 中  伸 弥  
物質-細胞統合システム拠点/ｉＰＳ細
胞研究所(22.4.1変更)・教授 

幹細胞生物学 
医学博士 

再生医学・医療研究領域リーダー 

SHINOHARA TAKASHI 

篠 原  隆 司 医学研究科（医学専攻）・教授 
生殖生物学 
医学博士 再生医学・医療研究領域運営・推進(研究) 

TOGUCHIDA JUNYA 

戸口田  淳也  再生医科学研究所・教授 整形外科学 
医学博士 再生医学・医療研究領域運営・推進(教育) 

SEHARA ATSUKO 

瀬 原  淳 子  
再生医科学研究所・教授 発生・ﾌﾟﾛﾃｵﾘｼｽ 

医学博士 
再生医学・医療研究領域運営・推進(国際) 

TABATA YASUHIKO 

田 畑  泰 彦 再生医科学研究所・教授 
生体組織工学 
工・医・薬学博士 再生医学・医療研究領域運営・推進(国際) 

MAEKAWA TAIRA 

前 川  平  医学研究科（医学専攻）・教授 血液学、細胞治療 
医学博士 再生医学・医療研究領域運営・推進(教育) 

IWATA SO 

岩 田  想  
医学研究科（医学専攻）・教授 構造生物学 

農学博士 
構造生物学・インターフェイスの推進、インペリアルカレッジとの交
流促進 

MATSUDA FUMIHIKO 

松 田  文 彦  医学研究科（医学専攻）・教授 
ゲノム疫学 
医学博士 

バイオインフォマティクス・インターフェイスの推進 
INSERMとの交流促進 

KITA TORU 

北    徹  医学研究科（医学専攻）・名誉教授 内科系 
医学博士 

老化・生活習慣病領域の運営・推進(国際) 
平成20年9月30日辞退 

NABESHIMA YOUICHI 

鍋 島 陽 一  医学研究科（医学専攻）・名誉教授 
分子生物学・分子病態
学 
医学博士 

老化・生活習慣病領域の運営・推進(研究) 
平成22年3月31日辞退 
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【公表】 

機関（連携先機関）名 京都大学 

拠点のプログラム名称 生命原理の解明を基とする医学研究教育拠点 

中核となる専攻等名 医学研究科（医学専攻） 

事 業 推 進 担 当 者 （拠点リーダー）成宮 周・教授              外 27 名 
［拠点形成の目的］ 
 現在の医学は、生物学との融合が益々進み、究極の個体レベルの生物学となっている。我々に、いま
要求されているのは、ゲノム塩基配列の決定に象徴されている個体を構成する個々の分子要素の理解に
基づき、生命を生命たらしめ、ヒトをヒトたらしめている様々な作動原理を解明し、新たな医学を創造
することである。このような時代認識の下、本拠点では、基礎医学と臨床医学の研究者が双方向性に相
互作用し一体となって国際的な研究活動を行う場を形成し、その中で生命原理を解明する基礎医学から
疾患の病因、病態を解析し治療法を開発する臨床医学を一連の学問的営みとして俯瞰できる独創的な若
手研究者を養成する。 
 
［拠点形成計画及び達成状況の概要］ 
 上記目的の達成のため、本拠点では以下の3つの行動計画を立案、実施した。① 講座単位で個々
の活動を行ってきた研究者をマスとして集積し、この集積にたって教育研究活動を行う。② 大学
院生、博士研究員、助教、准教授のキャリア形成を助け、研究主宰者(PI)としての自立を促す。
③ 拠点の教育活動の英語化を推進し、外国の連携研究機関との共同研究でのインターンシップを
援助することで、若手研究者に研究現場での国際性を修得させる。以下、順に述べる。 
 
集積化した拠点研究・教育組織の立ち上げと活動 
①  
免疫・アレルギー、がん、老化・生活習慣病、脳・神経科学、再生医学・医療の5つの研究領域

のそれぞれで教員30-75名、博士後期課程大学院生・ポスドク80-190名が参加し、基礎研究者と臨
床研究者が一体となった研究・教育組織を立ち上げた。これらの領域では、月に一度の領域ミーテ
ィング、年に一度の領域別合宿を行い活動した。さらに、この5領域を横断する細胞生物学、構造
生物学、遺伝・ゲノム医学（バイオインフォマティクスを包む）を領域インターフェイス、病理形
態・病態医学、臨床研究、社会健康医学、医工情報学を領域準インターフェイスと位置づけ、補完
的な活動を展開した。さらに拠点全体の連携を深める目的で、毎年度、全体リトリートを開催した。
第2回と第5回の全体リトリートでは、主要5研究領域の国際的エキスパートを招き外部評価を実施
し、拠点の運営、研究、教育の各方面において客観的かつ国際的視点での問題点の把握に努めた。 

 
キャリア形成と若手研究者支援 
 
 公正な審査により優秀な大学院生を選びResearch Assistant(RA)に任命し、また大学院の終了年
限を越えて野心的な研究課題に挑戦する若手研究者を選びAssociate Fellow(AF)に任命した。さら
に大学院生が自分のキャリア形成の道のりが見えるよう、15名の博士研究員(PD)のポジションを設
けた。実績として、5年間で、RA 377名、AF 66名、PD 69名を「G-COEフェロー」として経済支援し
た。また、これらに続くキャリアパスとして、京都大学全体の取組みとして京都大学次世代研究者
育成支援事業「白眉プロジェクト」を、医学研究科の取り組みとしてメディカルイノベーションセ
ンターを立ち上げ、任期付き若手PIポジションを充実させた。さらに、研究支援センター（コア・
ファシリティー）にＸ線回折データ測定システム、パラフィンブロック自動薄切装置、マウス行動
解析設備等の高額機器を導入し、若手研究者育成と研究支援に役立てた。 
 
教育・研究活動の国際化 
 
 本拠点ではPD, AF, RA, 海外派遣など各種支援プログラムの募集要項を英語・日本語の併記とし、
申請書はすべて英語で記載することを義務づけた。また5回の全体リトリートでのプログラム、口
頭発表、質疑応答を全て英語で行った。加えて、若手メンバーの研究者コミュニティーにおける自
発性・積極性・国際性を涵養するために、第3回以降の全体リトリートの企画・運営を全て若手教
員およびG-COEフェローに委ねた。さらに、大学院生・若手研究者が海外の学会で行う優れた研究
発表を支援する｢国際学会派遣｣、2週間から3ヶ月の間、若手研究者を海外研究機関に派遣、あるい
は海外研究機関から受け入れ、双方向的な国際共同研究を支援する「インターンシップ」制度を設
けた。実績として、5年間に国際学会派遣116件、インターンシップ36件を支援した。また、245回
のG-COEセミナーを実施し、英語の講演を聴き討論に参加できる機会を増やした。MDアンダーソン
がんセンター、インペリアルカレッジ、INSERM、IFOMなど世界有数の研究機関と組織的な研究交流
を行なうとともに、平成20年度は中国・復旦大学と上海で、平成22年度はタイ・マヒドン大学とバ
ンコクで、最終年度にはイタリア分子腫瘍学財団研究所［IFOM］とミラノで、共同国際シンポジウ
ムを開催し、研究交流だけでなく、本拠点の活動を欧米・アジア主要機関の教員・学生に紹介し、
大学院生や博士研究員のリクルートにも努めた。 
 こうした活動は、1880編の論文（うち約22%が基礎-臨床連携研究、58編がCell, Nature, Science
およびその姉妹誌）、339名の大学教員の輩出、留学生の増加、英語に堪能な事務員の充実などに
結実し、複数の新規研究教育プログラムの発足の基盤ともなった。平成24年度外部評価においては
「extremely successful with a high level of achievement in several areas」との評価を得
た。本拠点で実践された『生命原理の解明』を臨床応用につなげる場として創設された「メディカ
ルイノベーションセンター（平成23年度）」や「臨床研究総合センター（平成25年度）」は、本拠
点で育った若手研究者の活躍の場ともなっている。 
 

 

http://www.ifom-firc.it/
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                                                                     様式３【公表】 

６－１．国際的に卓越した拠点形成としての成果  
国際的に卓越した教育研究拠点の形成という観点に照らしてアピールできる成果について具体的かつ明確、簡潔に記入してください。 

前述のような新たな教育研究体制の構築により、主要5領域およびインターフェイス領域において以

下のような新たな生命原理の解明が進み、インパクトの高い成果として発表された。 
① 免疫・アレルギー研究領域： 
（１）加齢に伴って出現・増加する老化関連Ｔ細胞を同定し、この特異な免疫細胞集団が獲得免疫機

能低下、自己免疫応答や慢性炎症性素因の増大などの免疫老化の進行に重要な役割を果たすこ
とを示した。 

（２）アポトーシス細胞の貪食・分解の分子機構、生理・病理作用を解析し、この過程の異常がSLE
タイプの自己免疫疾患や関節リウマチを引き起こすことを示した。 

（３）プロスタグランジンがサイトカインとcross-talkして免疫炎症や組織リモデリングに関わって
いることを示し、炎症が慢性化、遷延化する機構を明らかにした。 

（４）炎症によって生じる発癌において、遺伝子編集酵素AIDが異所性に発現し、遺伝子変異や欠失
などの変化を蓄積させることによって、発癌を促進させていることを明らにした。 

（５）関節リウマチをはじめとする種々のリウマチ性疾患の全ゲノム解析により新たな疾患関連遺伝
子を見出し、それらが規定する分子が炎症や免疫病態において果たす役割を解明した。 

（６）免疫応答を抑制する制御性T細胞の細胞分化機構と免疫疾患における役割を解明し、制御性Ｔ
細胞の悪性転化である成人T細胞白血病の腫瘍抗原を同定することで新しい免疫療法の可能性
を示した。 

② がん研究領域： 
（１）悪性形質抑制遺伝子Reckが脳虚血後の組織傷害の抑制、肢芽ﾊﾟﾀｰﾝ形成などに関与することを

見出した。また、Rb欠損がE2F活性化、Nras脂質修飾亢進を介してDNA損傷応答と細胞老化を誘
導することを明らかにした。 

（２）大腸がんの細胞が増大する機構や、肝臓へ転移するメカニズムを解明し、それらの過程を抑制
することで治療できる可能性のある新薬の候補を二種類同定した。 

（３）癌の幹細胞マーカーであるが、正常の幹細胞マーカーではない分子、Dclk1を同定し、これを
標的とした、副作用の少ない癌幹細胞特異的治療法の可能性を示した。 

（４）ﾄﾘDT40細胞を用いて抗がん治療薬の作用機序を遺伝学的に解析するｼｽﾃﾑを作り、これを基盤と
する米国NIHとの共同研究を開始した。 

（５）蛍光タンパク質を使って、生きた細胞で分子活性を顕微鏡観察する技術を開発し、食胞の形成
および成熟過程における情報伝達分子の制御機構を明らかにした。 

（６）放射線治療後の再発の要因として、低酸素応答を担うHIF-1αのイメージングと動態解析を通
して、HIF(-),pimonidazole (+)の細胞が主役を担うことを示した。 

③ 老化・生活習慣病領域： 
（１）膵β細胞からのインスリン分泌を調節する新たな因子を単離・同定するとともに、非侵襲的に

膵β細胞量の定量化を可能にするイメージング法を開発した。 
（２）慢性腎臓病に共通する腎性貧血と線維化が、胎生期に腎臓に移入する１種類の細胞の形質転換

によって惹起されること、その形質転換は回復可能であることを見出した。 
（３）動脈硬化の病態と進展において炎症反応が関わることを示すとともに、脂質代謝におけるﾏｲｸﾛ

RNAの制御的役割を明らかにした。 
④ 脳・神経科学領域： 
（１）脳幹聴神経核では音周波数局在性に対応して様々なｲｵﾝﾁｬﾈﾙの発現勾配が形成され、両耳間時

差感度の周波数応答性を決定することを示した。 
（２）サル大脳高次視覚野、MT/MST野から単一ニューロン活動を記録し、 眼球運動実行時に安定し

た運動視を実現するための神経機構を明らかにした。 
（３）大脳皮質・視床・基底核のニューロンの形態を、特にその軸索の全貌を、単一細胞レベルで初

めて可視化し、複雑な情報処理を行っている脳の設計図の実相を明らかにした。 
（４）脳に対する電磁気学的アプローチを通じて、水分子の拡散現象が神経活動に密接に連関してい

ることを、また磁気刺激により誘導された可塑性が脳梗塞予後改善につながることを明らかに
した。 

（５）世界で初めて作製に成功した小型魚類での遺伝性パーキンソン病モデルを用いて、パーキンソ
ン病病因遺伝子がミトコンドリアやリソソーム機能維持に必須であることを明らかにした。 

⑤ 再生医学・医療領域： 
（１）体細胞初期化機構を解析し、iPS細胞の樹立効率を規定する因子を複数見出した。加えて腫瘍

化のリスク要因に対し新規代替因子を同定すると共に、安全性を高めるべく新たな技術開発を
行った。 

（２）精子幹細胞の自己複製と移動の分子メカニズムを明らかにし、その知識を基盤にして精子幹細
胞の試験管アッセイを確立した。 

（３）バイオマテリアル技術により細胞増殖因子の体内局所濃度を適正に保つことで細胞の増殖分化
が促進されることが明らかとなり、この促進技術が生体組織の再生治療を可能とすることを示
した。 

（４）赤芽球の循環開始は、心臓の拍動に依存する受動的プロセスだけでなく、赤芽球が膜型プロテ
アーゼADAM8を発現して血管内皮からの接着解除を必要とする能動的なプロセスであることを
示した。 

（５）高齢者急性骨髄性白血病に対しWT1抗原でパルスした樹状細胞を用いてフェーズⅠ/Ⅱa臨床研
究を実施し、その成果を報告した（血液腫瘍内科との共同研究である）。 

（６）間葉系幹細胞を用いた細胞治療が難治性骨病態に対する新規治療法となりうることを明らかに
し、その臨床応用に向けた細胞分離ﾃﾞﾊﾞｲｽを開発した。 

⑥ インターフェース領域： 
（１）ヒトM2ムスカリン性アセチルコリン受容体を含む三種類のGタンパク質共役型受容体の立体構

造を明らかにし、細胞膜における、受容体を介した情報伝達の分子機構の原理を示した。 
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機 関 名 京都大学 拠点番号 F09 

申請分野 医学系 

拠点プログラム名称 生命原理の解明を基とする医学研究教育拠点 

中核となる専攻等名 医学研究科医学専攻 

事業推進担当者 (拠点リーダー名)成宮 周          外 27 名 

 
◇グローバルＣＯＥプログラム委員会における評価（公表用）            

 

（総括評価） 

設定された目的は十分達成された。 

 

（コメント） 

大学の将来構想と組織的な支援については、本プログラムは京都大学の中期目標・中期計画

などにおいて、大学運営上極めて重要な事業として位置づけられている。また、グローバルCOE
プログラム推進委員会のもと、学内の他のグローバルCOE拠点とも連携しつつ、研究推進、人

材育成、国際化という拠点の使命を着実に進め、点検評価を含むマネジメント体制を十分に整

備し、次世代研究者育成と大学の国際化を見事に成し得た。特に、事業推進担当者の1人であ

る山中伸弥氏のノーベル賞受賞は、本プログラムの成果を象徴している。 
拠点形成全体については、「免疫・アレルギー」、「がん」、などの5つの研究領域内にお

ける基礎－臨床研究と、これらを横断する「細胞生物学」、「遺伝・ゲノム医学」、などのイ

ンターフェイス領域を組み合わせ、研究者がマスとなって研究教育活動に取り組み、海外の大

学・研究所との積極的な交流を通じて、大学院学生、若手研究者の英語化、国際化を図るとい

う斬新な取り組みが拠点形成を成功へと導いた。 
人材育成面については、Research AssistantやAssociate Fellowを積極的に雇用し、若手研

究者を海外研究機関に派遣、あるいは海外研究機関から受け入れ、双方向的な国際共同研究を

支援する「インターンシップ」を積極的に取り入れることで、若手研究者育成プログラムが十

分に機能した。特に、若手人材の英語化教育に積極的に取り組んだ努力は特筆に値する。世界

最高水準の研究業績を示し、国際的に通用する独創的な研究者を育成することで、大きく成功

したプログラムのひとつと考えられる。 
研究活動面については、各研究領域から世界トップレベルの研究成果が数多く報告され、更

に拠点内での研究協力も順調に行われた。 
補助金の適切かつ効果的使用について、大半は人件費として使用されており、人材育成のた

めの拠点形成という本プログラムの趣旨に合致するものであった。 
今後の展望については、本プログラムは優れた研究指導者の存在はもとより、教育・研究環

境における徹底した「英語化」と積極的な国際共同研究の推進により、真に世界トップレベル

のグローバル拠点を目指しており、大いなる発展が期待される。なお、今回の事業で実施され

た教育・研究体制はすでに医学研究科に根付いており、その枠組みは本プログラム終了後も概

ね継続されているため、新たな財政支援体制の構築が急務と考えられる。   




